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の続覧却j聞を家屋評価

替のため 4月1白から

4月2日日 までに変更し
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ます。 (例年 3月 1日

から 3月20/:-1まで〉
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昭和初年度市民税{I;)]人件1告書を各問]務連絡貝を通

じて送 りましたので、 3)] 15日までにもれなく税務

課、または出張所へ fli告書を出してくださL、。

なお、不明の点については税務課または出張所に

おたずねくださし、。

申の市民税火
災
予
防
週
間

ス
ω
器
問
】

大
上
戸
川
の
一
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

-
H
~川

幅
拡
張
に
と
一
と
の
惜
の
架
け
替
え
工
事
の
た

t
q
H
μ
L
も
な
い
国
道
三
一
め
、
三
十
四
号
国
道
お
よ
ひ
水
主

ら

ヨ

ム

十
四
号
線
の
新
一町
通
り
は
車
両
の
交
通
は
で
き
ま

え
1
J
レ

大
上
一
戸
川
橋
を
一せ
ん
の
で
、
工
事
期
間
中
は
市
立

候
回
ト
斗
】

梨
け
替
え
る
こ

一病
院
角
J
金
丸
橋
ま
た
は
本
良
川

し
れ

た

山

と
と
な
り
、
二
雲
経
由
J
大
村
監
ヘ
回
っ
て

q
k
A月
か
ら
工
事
が
一交
通
し
て
く
だ
さ
い
。

カ
河

立
布
凶

は
じ
め
ら
れ
て

一
(
大
上
一戸
川

霊

能

を
か
げ
て

い
ま
す
。
(
国
道
事
一務
所
)

一
い
ま
す
の
で
堅
持
は
通
れ
ま
す

乙
の
工
事
は
長
さ
を
十
九
・
五

一

【
写
真
日
工
事
中
の
新
大
上
戸

メ
ー
ト
ル
延
長
し
三
十
一

・
七
メ

一橋
】

‘

-
1ト
ル
に
、
帽
を
二
十
メ
ー
ト
ル
一

に
拡
強
し
、
高
さ
を
現
在
よ
り
二

.
一
メ
ー
ト
ル
高
く
す
る
乙
と
に
一

な
っ
て
い
ま
す
。
完
成
は
三
月
末
一

日
の
予
定
で
す
。

一

な
お
、
新
大
上
戸
川
橋
か
ら
水
一

主
町
通
り
の
大
上
戸
橋
の
左
岸
百
一

四
十
メ
ー
ト
ル
の
川
幅
拡
張
工
事
一

本
年
内
に
は
完
全
統

計
量
器
の
目
盛
は
全
部

-回国-ー~

灯
系
に

昭
和
三
十
凶
ヰ
一
月
一
日
を
則
レ
一
の
目
盛
を
も
っ
て
い
る
た
め
、
や
一本
県
で
は
つ
ぎ
の
要
領
に
も
と
ず

て
実
施
さ
れ
た
メ
ー
ト
ル
法
完
全
一
や
も

y
る
と
こ
れ
を
使
い
や
す
く
一

き
メ
ー
ト
ル
法
の
完
全
統
一
を
期

統
一
も
、
皆
椋
か
た
の
と
尽
力
に
一
乙
れ
ら
計

雲
仙
の
存
在
は
逆
行
の

一す
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
市

よ
り
、
現
在
両
以
引
で
は
、
そ
の
一
原
凶
と
な
る
可
能
位
が
じ
ゅ
う
ぶ
一民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

実
胞
半
が
主
国
中
均
八
十
五
%
と
一

ん
あ

り

ま

す

。

一

た
し
ま
す。

い
う
相
当

ω成
果
を
得
る
に
い
た
一
計
量
法
関
保
省
令
で
は
、
昭
和
三
一

〔
完
全
実
施
の
目
棋
】

っ
て

お

り

ま

す

。

一

十

六

年

十

二
月
三
十
一
日
を
期
限
一遅
く
と
も
つ
ぎ
の
時
期
ま
で
に
は

し
か
し
.
残
る
十
五
%
を
す
み
や
一

と
し
て
、

メ
ー
ト
ル
法
以
外
の
目
一
メ
ー
ト
ル
系
の
目
躍
に
切
替
え
て

か
に
解
消
し
な
り
れ
ば
メ
ー
ト
ル
一
盛
を
も
っ
て
い
る
計
量
掛
は
、
違
一
く
だ
さ
い
。

法
の
完
全
矢
野
同
で
き
ま
せ
ん
。
一法
の
引
一
霊
山
仰
と
な
っ
て
使
用
す
る
一
①
県
は
メ
ー
ト
ル
法
完
全
笑
一胞の

と
く
に、

家
庭
L
お
け
る
メ

l
ト
一
乙
と
が
で
意
な
く
な
り
、
メ
ー
ト

ル
化
が
お
、
れ
て
い
る
た
め
、
買
一
ル
法
以
外
の
目
盛
は
全
部
抹
消
し

物
の
剛
山
社
側
か
パ
白
訟
、
ヤ
ー
ド
一
て
し
ま
わ
な
り
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

ポ
ン
ド
法
じ
よ
っ
て
注
文
す
る
側
一
し
か
し
、
期
限
が
来
て
か
ら
県
下

向
が
あ
り
、
尚
出
側

ωメ
ー
ト
ル
二
荷
に
抹
消
修
理
す
る
こ
と
は
、

法
完
全
英
則
L
患
い
彫
継
を
お
よ

一県
内
修
出
事
業
者
の
修
理
消
化
能

ほ
し
て
お
り
ま
す
。

一
力
か
ら
培
え
て
不
可
能
で
あ
り、

こ
の
よ
う
に
H
寓
生
出
に
お
け
る
一
今
年
末
か
ら
米
半
初
め
に
か
け
て

計
量
観
念
の
欠
如
が
大
き
な
支
陣
一
相
当
の
混
乱
が
予
組
さ
れ
ま
す
の

に
な
っ
て
い
る
乙
と
仏
語
め
ま
せ
一
で
、
期
限
を
待
つ
ま
で
も
な
く
早

ん
が
、
現
在
般
財
さ
れ
て
い
る
計
一急
に
か
つ
自
主
的
に
抹
消
す
る
乙

量
樹
の
多
く
が
メ
ー
ト
ル
法
以
外

一
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

住
宅
噌
築
貸
金
を
貸
付

住
宅
金
融
公
庫
で
は
地
築
資
金

の
貸
付
申
込
み
を
二
月
十
三
日

か
ら
三
月
十
三
ま
で
受
け
つ
け

て
い
ま
す
。
希
望
の
か
た
は
十

八
銀
行
大
村
支
自
に
申
込
ん
で

く
だ
さ
い

。

(

建
設
謀
)

指
導
的
立
場
に
あ
る
の
で、

率
先

し
て
県
の
各
種
機
関
が
使
用
す
る

併
用
目
盛
計
量
器
は
、
本
年
五

月

末

日

ま

で

に
非
メ
ー
ト
ル

系
目
躍
の
ま
っ
消
ま
た
は
計
量
器

の
取
り
替
え
生
元
了
す
る
。

②
市
町
村
(
小
叩
高
等
学
校
を
含

む
)
お
よ
ひ
計
量
管
理
事
業
場
は

本

年

六

月

末

日

ま

で

に
完

了
す
る
。

①
協
同
組
合
、
会
社
、
工
場
、
病

院
等
は
、
本
年
九
月
末
日
ま

で
に
完
了
す
る
。

④
一

般
商
取
引
そ
の
他
は
、

本
年

十
一
月
末
日

ま
で
に
完
了
す

る
よ
う
に
勧
奨
す
る

目
盛
を
消
す
方
法

①
直
パ
(
モ
ノ
サ
シ
)
、
巻
尺

畳
尺
(
折
μ
八
等
)
日
目
盛
ぞ
消

す
乙
と
は
閤
蝋
な
た
め
、
新
し

く
買
い
替
え
る
。

②
は
さ
み
パ
(
身
長
引
、
座
高

計
等
)
日
非
メ
ー
ト
ル
系
目
盛

を
削
り
取
っ
て
使
用
し
て
も
よ

た
だ
し
、
天
板
の
ガ
ク
が
ひ
ど

い
も
の
、
ま
た
は
メ
ー
ト
ル
系

目
脱
が
不
鮮
明
な
も

ωは、
修

理
を
依
頼
す
ゐ
。

①
禅
は
か
り
(
チ
キ
リ
)
H
目

盛
を
削
る
こ
と
は
困
難
な
た
め

新
し
く
買
い
替
え
る
。

④
凶
手
動
は
か
り
(
よ
出
栂
秤

①
交
通
整
理
が
行
な
わ
れ
て
い

な
い
場
合

横
断
し
よ
う
と
す
る
と
き
一

度
立
止
ま
っ
て
、

右
、
左
を
見

て
自
動
車
に
注
意
し
、
自
動
車

が
間
近
に
来
て
い
る
と
き
は
、

無
理
に
横
切
っ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
横
断
を
は
じ
め
て
か
ら
、

自
動
車
が
来
て
も
あ
わ
て
な
い

で、

早
く
渡
る
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、
ま
た
物
か

げ
か
ら
出
て
、
急
に
横
断
す
る

と
と
は
非
常
に
危
険
で
す
。

(下
図
右
側
参
照
の
乙
と
)

②
斜
め
に
横
断
し
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

次
図
(
下
図
左
側
上
段
)
の

よ
う
に
、
ま
っ
す
ぐ
す
み
や
か

に
横
断
す
る
乙
と
。

①
車
の
前
後
の
横
断
禁
止

車
の
す
ぐ
前
や
す
ぐ
後
を
、

偵
断
ず
れ
ば
車
の
蔭
で
反
対
の

万
向
か
ら
来
る
自
動
車
か
ら
見

え
な
い
の
で
、
す
れ
違
い
の
自

動
車
か
ら
や
ら
れ
ま
す
。

(下

凶
左
側
下
段
参
照
の
乙
と
)

し
か
し
、
横
断
歩
道
を
横
断

す
る
と
き
、
ま
た
は
信
号
脳
や

瞥
察
官
の
倍
増
に
従
っ
て
横
断

す
る
と
き
は
、
一単
の
前
後
を
横

断
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん

U

乙

の
場
合
違
反
に
は
な
り
ま
せ
ん

が
、
す
れ
違
う
自
動
車
で
や
ら

れ
る
危
険
が
あ
り
ま
ず
か
ら
注

意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

何伊)

目
が
見
え
な
い
者

児
童
、
幼
児
の
保
護

ィ
、
回
が
見
え
な
い
者
は
道
断

を
通
行
す
る
と
き
は
白
色
の
つ

え
を
持
っ

て
い
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

口
、
児
童

(
六
才

t
十
三
才
)

幼
児
(
五
才
以
下
)
を
保
護
す

る
古
任
の
あ
る
者
は
、
交
通
ひ

ん
ぱ
ん
な
道
路
に
遊
ば
せ
て
は

な
り
ま
せ
ん
u

用
レ
て
も
よ
い
。

一

様

が

H
常
使
用
し
て
お
ら
れ
る
計

た
だ
レ、

メ
ー
ト
ル
一糸
国
雄
が
一盛
加
に
つ
い
て
お
り
ま
す
非
メ
l

不
鮮
明
な
れ

Uω
は
、
必
ず
計
量
一ト
ル
系
の
H
姉
Jq
抹
柑
レ
て
い
だ

器
修
出
場
業
者
一
L
依
相
し
て
、
一
だ
き
メ
ー
ト
ル
法
山
完
全
民
胞
を

目
踏
松
な
以
り
い
宙
え
℃
も
ら
う
一
お
願
い
い
た
し
ま
ヨ
。

ま
た
、
い
た
み
が
ひ
ど
い
も
の
一

(
尚
工
水
腫
耕
)

は
、
こ
の
際
相
し
く
引
い
替
え
一

る
乙
と
が
ま
し
い
。

一

共

募

へ

寄

付

⑥
ま
ヲ
H
新
レ
/
~
目
い
替
え
る
一
市
内
妙
日
…守
斗
止
凶
心
会
で
は

⑦
刀
ン
リ
ン
盤
崩
日
計
盤
崩
修
一去
る
二
月
十
四
国
社
設
福
祉
事
業

理
事
業
者
じ
似
制
し
て
、
ガ
ロ

一
賓
の
一
部
じ
と
J

一F
円
を
共
同
持

ン
系
な
臥
除
い
て
も
ら
う
。

一金
会
大
村
同
文
会
、
寄
付
δ
れ
ま

以
ょ
の
万
訟
を
も
っ
て
市
民
の
皆
一

し
た

。

(

倒

祉

事

掛

耐

)

一
一
月
二
十
八
日

か
ら
三
月
六

日
ま

で
車
両
の
火
災
予
防
週
間
、
三
月
七
日

か
ら
三
月
十
三
日
ま
で
一
般
の
火
災
予
防
週
間
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

週
間
中
は
、
火
災
予
防
の
査
察
を
行
な
い
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

一二
月
七
日

か
ら
十
三
日
ま
で
毎
日
午
後
八
時
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

等
)
台
子
副
は
か
り

({
口
秤
)

H
目
盛
な
削
り
以
る
L
は
技
術

を
製
レ
、
あ
と
の
制
挫
が
必
裂

な
た
め
必
ず
計
盤
崩
修
理
義
者

に
依
槻
レ
て
、
問
料
の
同
出
mz
削

り
取
る
か
、
ま
た
は
新
品
の
料

と
以
替
え
て
も
ら
う。

た
だ
し
、
旧
規
脳
の
も
の
は
乙

の
際
相
レ
く
買
い
替
え
る
乙
と

が
出
一
ま
し
い
。

⑤
指
示

μ
か
り
(
白
凶
料
)
H

非
メ
ー
ト
ル
系
同
仰
を
ラ

ノ
カ

l
、
エ
ナ
メ
ル
等
で
消
レ
て
使

イ宮町iり

酒

を
の
ん
で
レ
る

運
転

者
の
車
に
便
設
し
な
いト
乙
と
。

た
と
え
酌
う
て
い
な
く
て
も
削

を
の
人
て
遊
恥
す
る
と
と
は
、

間
違
い
が
紅
り
お
い
の
で
す
か

ら、

乗
れ
と
す
J

雪
め
ら
れ
て
も

乗
っ
て
胞
な
ら
ま
ゼ
λ
。
来
っ

て
い
て
モ
命
が
あ
し
り
れ
ば
降

り
る
。
が
賢
以
て
ヲ
。

(
大
村
軒
町
鉄
君
)

道
を
歩
く
と
き
は
い
ろ
い
一
子
作

の
家
ド

も
賭

宮
小
路

ろ
者
え
た
り
、
下
を
向
い
て
歩

一九
電
社
左
上
ミ
ツ
エ
さ
ん
は
乙

い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

一の
ほ
と
子
ど
也
さ
ん
む
芭
着
を
大

道
の
真
中
で
立
話
し
を
し

一村
子
供
の
家
に
た
く
さ
ん
寄
贈
さ

た
り
、

三
人
も
凶
人
も
横
に
並

一れ
ま
し
た
。

(
福
一
紘
一
事
務
所
)

① 

(~tマル明fj\ う?に 11川、レ仰

か /I. J~ _~

ハ
、
児
輩
、
幼
児
が
小
学
校
、

幼
椿
固
に
通
う
た
め
通
行
し
て

い
る
と
き
、
誘
導
、
合
図
そ
の

他
適
当
な
措
置
を
と
る
必
要
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
所
で
は

居
合
せ
た
者
が
安
全
に
通
行
で

き
る
よ
う
に
し
て
や
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

マ
ラ
ソ
ン
競
走

の
選
手

は
車
と
同
様
に
左
側
を
通
行
す

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

〉ペ一
ム件ノ

目

'
-J

、，

o
-
K
L
h-A
M
 

ん
で
歩
く
と
他
の
交
通
の
妨
害

に
な
り
ま
す
か
ら
や
め
て
く
だ

さ
い
。

ハ
ス
に
乗
る
と
き
の

け
ま
車
問
品

パ
ス
が
動
き
出
し
て
か
ら
追

い
か
け
て
行
っ
て
飛
び
乗
っ
た

り
完
全
に
止
ま
ら
な
い
の
に
飛

び
降
り
た
り
ヲ
る
と
、
倒
れ
て

車
に
ひ
か
れ
ま
す
。
ま
た
満
但

バ
ス
に
列
か
ら
ウ
か
ま
っ
て
一味

る
乙
と
t
b

危
険
で
す
J
O

乗
っ
た

ら
で
き
る
だ
り
陸
陀
に
腰
か
り

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
立
っ

て
い
る
と
車
か
急
停
車
し
た
場

合
拓
倒
し
て
大
ケ
ガ
を
し
ま
す

と
の
場
合
つ
か
ま
っ
て
い
て
も

だ
め
で
す
。

~ 



行
政
書
士
の
拭
験
が
三
月
二
十
四
日
鳥
川
で
行
な
わ
れ
ま
す
。
申
込
み
は
一ニ月
十
日
ま
で
県
地
方
課
へ
。

ー
ズ
ニ

O
一ニ

九一

五
一
一
九

ム
一
等

カ
シ
ミ
ロ
ン

(洋
掛
ふ

と
ん
、
ベ
ン
ベ
ル
グ
側
二
枚
組
)

七
九
二
九
九
九

三
二
九
八
七
九

ム
ニ
等
セ
イ
コ
ー
ソ
ノ
1
ラ

六
二
O
九
二
五

一
四
四
六
六
五

0
0
0
二
七
三

ム
三
等

シ
土
ポ
ウ

(カ
ラ
ー
シ

ー
ッ
、
ま
く
ら
カ
バ
!
)

下
主
桁

八
O
五
二
四

石
油
巨
大
村
営
業
所
の
間

一

ム
四
等

ア
ド
へ
ヤ
化
工
の
合
成

一
三
月
冗
日
1
二
十
五
日
ム
片
側
通

持
者
糊

一行
止
め
リ
大
村
信
用
金
庫
前
付
近

下
三
桁

三
九
三
、
九
二
ハ

一か
ら
ロ
ー
タ
リ
ー
付
近
ま
で
(
県

ム
五
等

お
年
玉
切
手
シ
!
ト

一首
パ
ス
大
村
蛍
業
所
側
は
通
れ
ま

下
二
桁
七
七
、
九
四
、
四
九

一
す
)
一ニ
月
一
日
J
二
十
万
日
ま
で

(帯
号
は
各
組
共
通
)

お
叩
玉
っ
き
年
間
は
が

き
の
当
せ
ん
寄
号
は
つ

ぎ
の
と
お
り
で
す
。

?
手
も
と
の
配
賀
は

が
き
を
よ
く
お
調
べ
く

川
荒
さ
れ
た
作
物
の
種
類

三

さ

1

、

ル
ード
』
E
'
h
v

人
じ
ん
、
大
根
、
要
、そ
ば
、豆

内
等
以
下
の
賞
品
は

そ
の
他
野
菜
畑
、

苗

類

も

よ
り
の
郵
便
周
で
お

注
U
別
表
の
計
数
は
各
町
内
か
ら
一
波
し
し
ま
す
(
大
村
郵
便
局
)

報
告
さ
れ
た
数
を
そ
の
ま
ま
集
計
一

等
級

百
品
歪
勺
の
順

し
た
も
の
で
、
畜
犬
か
野
犬
か
り
一

一ム
特
等
東
芝
ス
テ
レ
オ
装
龍
、

然
と
し
て
い
ま

せ

ん

。

一

一

フ
ア
ミ
り
1

ス
テ
レ
オ
、
シ
リ

(保
険
衛
生
課
)

【
定
摘
の
労
法
〕

。
定
楠
削
γ
凶
に
た
っ
ぷ
け
精

一

水
を
し
床
土
品
多
く
つ
け
る
。
叫

⑦
定
植
十
目
前
に
断
根
烹
た
は
小

控
枝
問
定
H
成
木
の
街
地

園

ず

ら
し
を
し
て
お
く
。

一

が
各
地
に
見
ら
れ
、
mm
摘

の

幣

⑨

土

問

が

的

土

、
火
山
灰
土
賠
い

害
の
現
わ
れ
て
い
る
閑
も
多
い

地
温
が
最
低一

O
度

じ

以

等
併
醜
吸
伐
の
高
い
士
府
と
か
一

ょ
う
で
す
。
し
た
が
っ
て
官
補

上
保
つ
よ
う
に
な
れ
ば
定
植
し

老
化
し
「
苗
じ
は
、
地
・
穴
に
潮
…

の
幣
害
の
出
て
い
る
附
で
は
到
て
よ
い
。
大
苗
、
老
化
苗
に
な
水
す
る
と
き
、
過
石
巻
二
O
リ
一

定
に
さ
き
が
け
、
間
伐
設
計
を
る
ほ
ど
根
の
再
生
力
は
悪
く
な
ヴ
ト
ル

(
一
斗
)
に
一

1
一
一
に
一

樹
て
ま
し

ょ

う

。

る

の

で

、

定

植
前
(
四
I

五

ぎ
り
入
れ
た
水
在
使
ず
っ
と
間
着

一

施
肥
リ
速
効
位
の
も
の
ぞ
主

日
)
ビ

ニ
ー
ル
被
覆
し
た
ま
ま
が
早
い

。

山

俸
と
し
て
任
問
の
二

1
三
割
を

お
く
か
、
定
植
後
古
ビ
ニ
ー

ル

定

同

後
ト
ン
ネ
ル
内
に
政
わ
…

目
標
に
JMし
ま
す
が
、
樹
勢
の

な
ど
で
マ
ル
チ
を
し
て
地
温
の

ら
等
キ
行
な
っ
て
い
る
が
、
と

山

川
状
態
に
応
じ
た
分
量
を
施
す
よ

上
昇
を
は
か
る
こ
と
が
植
傷
み

れ
ば
低
調
関
の
た
め
、
か
え
っ

〈

…
う
努
め
た
い
も
の
で
す
。

を
少
な
く
す
る
乙
と
に
な
り
ま

て
地
温
を
下
げ
る
と
と
に
な
る

一

川

苗
木
の
間
付
は
申
旬
を
日
傑

す。

の
で
よ
く
あ
り
ま
せ

ん

。

…

…
に
し
ま
す

。

(

県
鹿
撲
改
良
時
及
所
)
一

ト
マ
ト
栽
培
に
つ
い

iν'"、'"ヘ
醤包

房王

事

モ

お年玉はお早く

メ

い
農
作
物
や
家
畜
の
被
害

大
き

(そ
の
一ニ
)

て

(ご〉

【
み
か
ん
〕

〔
定
楠
時
期

犬
の
飼
育
者
に
お
闘
い

及
び
方
法
】

未
点
燈
部
落

空
気
が
乾
い
て
い

-

ま
す
。

火
を
使
っ

た
あ
と
は
、
あ
と

始
末
を
完
全
に
。

最
近
各
町
内
で
音
犬
に
よ
る
被

害
が
起
っ
て
い
る
と
い
う

「声」

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
被
害
の
実

態
調
査
を
行
な
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
は
別
表
の
と
お
り
で
し

た
か
ら
危
害
を
与
え
る
お
そ
れ
の

あ
る
犬
は
け
い回
附す
る
か
、
口
網

を
つ
け
る
な
と
の
方
法
で
被
害
を

来
然
に
防
ぐ
よ
う
と
協
力
を
お
願

い
し
支
す
。

0

0

0

 

ム
調
査
肘
象
期

間

昭
和
三
十
五

年
一
月
一

日
か
ら
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
の
一
年
間

ム
調
査
対
象
町
内
数
お
よ
び
世
帯

数

竹
松
地
区
七
町
内、

西
大

村
州
区
三
町
内
計
十
町
内

一
、
二
四
一
世
帯

ム
調
査
結
果

①
人
に
お
よ
ほ
し
た
被
害

(別

表
の
と
お
り
)

②
家
畜
に
お
よ
ほ
し
た
被
害

(右
に
同
じ
)

③
農
作
物
に
お
よ
ぼ
し
た
被
害

川
被
害
面
積
二
、
八
三

0
平

方
メ
ー
ト
ル
(
約
二
反
八
畝
)

(1'275号)

浦
戸
が
解
消

城
ノ
尾
、
長
同
、
要
木
場
な
ど

に
は
三
十
八
戸

(開
拓
三
十
二
戸

一
般
民
家
六
戸
)
の
米
点
般
一円
が

本
町
)
倉
石
晋

(本
小
路
)
那
訪
一あ
り
、
昨
年
か
ら
園
、
お
よ
び
県

勝

(許
訪
郷
)

一の
補
助
な
ど
を
う
吋
て
工
事
が
す

険
事
業
の
運
営
を
行
な
う
た
め
、

一
【
公
益
を
代
表
す
る
委
員
】

一
す
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
一月

市
長
の
相
談
に
応
じ
て
話
合
う
人
一安
井
彦
作
(
小
路
口
郷
)
回
中
要
一
末
に
点
般
の
は
乙
び
と
な
り
、

長

た
ち
で
あ
り
ま
す
。

一

(

並

松

郷

)
与
崎
甫

(
久
原
郷
)

一
年
の
念
願
が
か
な
え
ら
れ
ま
し
た

【
被
保
険
者
を
代
表
す
る
委
員
】
一田
中
吉
太
郎

(
杭
出
津
郷
)
和
田
一

(商
工
水
産
課

・
農
林
課
)

出
口
卯
三
郎

(日
泊
郷
)
浜
田
説
一
但

(
原
口
郷
)
(
保
険
衛
生
課
)
一

郎
(
伊
勢
町
)
岸
川
富
代
一

(杭一

〈
3
2
4
2
4
3
4
5
4
:

一

出
陣
郷
)
馬
場
三
吉

(原
口
郷
)
一

大

村

駅

前

道

一

福

田

普

作

(

一

ノ

郷

)

一

路

の

通

行

止

め

【
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
を
一大
村
駅
前
線
道
路
の
舗
装
工
事
お

代
表
す
る
委
員
】

一よ
ひ
歩
道
整
備
の
た
め
つ
ぎ
の
と

本
川
千
代
喜

(伊
勢
町
)
佐
藤
信
一
お
り
通
行
止
め
を
い
た
し
ま
す
。

雄
(
杭
出
部
郷
)
近
藤
政
俊
(
東

一ム
通
行
止
H
教
官
委
員
会
と
松
早

国
保
連
営
委
員
き
ま
る

傷大つ|けノjた、稀類 E十

牛 o i 0 

!泳
一一一一

守宅
一一一

山羊
一 一一一一一

里見 5191 68 
一 一一一 一一 一

その仙 3 卵10

国
民
健
康
保
険
運
蛍
協
議
会
委

員
が
新
た
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た。

任
期
は
昭
和
三
十
六
年
一
月
一
日

か
ら
附
和
三
十
七
年
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
の
前
ニ
カ
年
と
な
っ
て

い
ま
す
。

と
F
委
員
は
被
保
険
者
栓
代
表

す
る
委
員
五
人、

国
民
健
康
保
険

医
師
・
間
科
医
師
・
喋
剤
師
を
代

表
す
る
要
員
五
人
、
公
益
を
代
表

す
る
委
員
五
人
の
計
十
五
人
で
構

成
さ
れ
、
よ
り
よ
い
国
民
健
観
保

りよ大村市政だ

現
議
議
「
認
制
調
悦
却
設
制
刻
現
溺
綴
撚
鍛
矧
柑
時
総
線
掛
滋
混同丸

山

農
業
は
曲
り

が

大
罪
だ
っ
た
。
も
っ
と
も
か
ら
時
め
て
好
成
績
で
あ
る
と

機

ふ

込

瓦

幣

緩

議

選

【
問
い
】

;
ぐ
手
;
一陸

線

角
に
来
た
と

早
め
に
情
土
し
て
完
全
駅
わ
ら

い
?っ
と
意
見
を
い
た
だ
い
て
お

私

腎

繋

-

一

r

M

い
わ
れ
る
が
、
あ
ら
ゆ
あ
角
度
し
た
の
も
手
伝
っ
て、

効
果
を

り
ま

す

。

機

織

縦

一山吉一

献

計

二

合

川
か
ら
一
考
え
て
み
る
場
合
、
あ
る
大
な
ら
し
め
た
わ
け
で
あ
る
。

貴
説
の
実
施
後
の
誌
に
関

議

綴

丸山ri

ん畷

ロ

川
い
は
ぞ
う
か
と
れ
ん
。
最
近
お
互
い
が
、
曲
り
角
か
ら
自
分
ず
る
乙
と
は
、
畑
の
中
央
に
鋤
務
懇

話

兵

器

合

川
良
質
の
普
及
蔀
品
ん
こ
の
利
括
の
た
め
こ
引
き
込
む
の
き
寄
せ
る
た
め
中
高
と
な
り
、
三
一…

7
ょv

九三

:

t

pv

h

勝
樹
齢
永
一レ

h
f
泌
総
ぽ
町

E恥

川

川
渦
ぎ
て
、
流
行
が
あ
る
い
は
枚
も
一
つ
の
方
法
で
は
な
か
ろ
う
開
閉
に
鈎
溝
が
で
き
る
と
と
と

5
3

川

川

入

を

追

い

越

す

の

で

は

な

い

か

か

。

限

釈

し

て

お

答

え

い

た

し
ま
す
と
の
問
闘
が
、
中
山
に
な
り、

山

川
と
少
し
心
配
な
点
も
あ
る
。
耕
あ
え
て
農
民
持
氏
の
ど
利
用
鋤
き
方
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
之
意
見
易
伺
い
ま
し
た
が
、

各
川

…
十
一の
改
良
に
、
い
わ
ゆ
る
松
田
を
詔
一み
、
相
携
え
て
農
業
改
良
「
中
央
に
鋤
き
帯
せ
」
ま
た
県
と
も
ま
だ
解
決
策
は
な
く
、

一

ま
悩
ん
で
い
る
と
の
と
と
で
し
た
川

川
式
の
天
地
返
え
し
が
あ
る
。
小
の
方
向
ヘ
、
一
歩
で
も
進
み
た
「
両
側
に
鋤
き
分
け
」
ま
た
;

川
出
テ
ー
ラ
ー
で
は
表
土
の
砕
土

い
も

の

で

あ

る

。

「

片

鋤

き

」

等

で

あ

り
ま
す
が
と
覧
の
よ
う
に
機
械
そ
の
物
が

山

川
れ
ら
い
で
事
実
効
果
が
う
す
い

た
だ
し
片
鋤
き
に
な
っ

て
い

い
ず
れ
も

一
長

一
婦
で
あ
り、

主
c
く
、
一
枚
の
刺
が
何
へ
ク
…

タ
ー
ル
と
い
う
よ
う
な
畑
で
仕
川

川
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
0
・

川

ιr

山
幸
い
わ
が
大
村
市
に
は
農
林
…

ト

ラ

ク

タ

ー

の

深

耕

で

…

事

老
ず
る
よ
う
に
で
き
て
い
ま
一

す
の
で
、
一
ア
ー
ル
、
ニ
ア
1
川

…
課
所
属
の
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
が

山

地

な

ら

し

に

一

考

を

…

ル
と
い
う
小
さ
な
区
割
で
作
業
山

川
備
え
ら
れ
て
、

深
耕
と
開
墾
を

川
も
み

4
'利

回

ニ

4

し
た
場
合
に
は
、
不
整
地
が
非
川

川
兼
ね
て
大
活
躍
申
で
あ
る
O

z
-

-

H

T
る
た
め
に
、
狭
い
筒
所
で
は
少

そ
の
う
ち
で
申
央
に
鋤
き
寄
せ

常
に
目
立
つ
わ
け
で
す
。
故
に

川

私
は
一
昨
秋
、
陸
稲
跡
を

yけ
し
無
理
な
点
も
あ
る
の
で
、
深
る
方
法
が
良
い
の
で
は
な
い
か

い
ま
の
と
と
ろ
、
少
し
で
も
作

川

川
し
て
も
ら
っ
て
饗
と
里
芋
を
U
1

、、

E

耕
地
跡
の
地
な
ら
し
の
点
に
っ
と
思
し

乙
の
方
法
で
武
百
し
業
面
積
そ
広
く
す
る
乙
と
が
先

川

川
付
け
し
た
が
、
天

地

返

え

し

す

川

い
て、

一
考
を
望
み
た
い
も
の
で
い
ま

ヲ

。

決

問

闘
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
川

川
れ
ば
当
年
は
、
不
作
だ

と

い

わ

円

山
れ
る
が
、
新
聞
懇
酬
で
さ
え
な
で
す
。

(
古
賀
島
一
農
夫
)
片
鋤
き
に
し
た
場
合
は
、
案
実
施
者
の
皆
さ
ん
か
ら
同
じ

川

…
け
れ
ば
、
あ
る
い
は
逆
に
地
中
【
写
真
は
深
刻
に
よ
る
盟
苧
】

外
良
い
の
で
す
が
、
時
間
的
に
ど
意
見
や
多
く
あ
り
、

係
で
も
川

…
こ
枕
下
し
て
眠
っ
て
い
る
肥
料

門
お
答
え
】

当
市
で
は
ニ
倍
も
か
か
り
ま
す
の
で
、
倒
長
附
県
農
業
ト
ラ
ク
タ
ー
研
究
山

川
カ
、
宝
引
に
触
れ
て
効

果

を

奏

大

型

ト
ラ
底
で
き
ま
せ
ん
o

会
等
に
運
め
者

受

話
し
て
探
…

川
し
た
の
だ
ろ
う
。
タ
タ
ー
に
よ
る
耕
土
深
耕
を
は
昨
秋
、
九
州
、
中
国
の
各
県
刺
技
術
の
向
上
を
は
か
り
、
皆
川

川

安

は

少
し
倒
伏
す
る
く
ら
い
じ
め
に
二
年
に
な
り
ま
す
が
、

の
ト
ラ
ク
タ
ー
関
係
の
か
た
が
様
の
ど
劉
待
に
添
う
よ
う
努
力
山

一
に
で
き
、
あ
の
干
ば
つ
に
里
芋

実
施
さ
れ
た
多
〈
の
か
た
が
た

た
が
、
見
学
に
来
ら
れ
た
時
も
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
川

家畜に及ぼした被害

…
被
保
険
者
証
の
無
効
公
告

一

し
た
が
、
け
ク
チ
ン
が
未
到
着

の
た
め
実
施
日
を
延
期
す
る
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
実
脳
同
は
ワ
ク
チ
ン
の

到
着
次
餌
市
政
だ
よ
り
で
通
知

い
た
し
ま
す
(
保
険
衛
性
課
)

小
児
マ
ヒ
の
予
防

問
問。:
1;Gii， 

jj趨::;

(旬月 1日.10日.t 0日境行)

接
種
は
延
期

山
下
義
禿
卒
小
川
一
四
一
八
回
・

4
・
ー
そ
の
仙

池
田
広
市
竹
松
本
町
十
班
六
七
六
ロ
・
ー
そ
の
他

浅

野

義

秋

寿

古
八
O
一

4
・
1
転

出

一一
O
一
九
O

六
O
六
二
八

七
O
一
三
二

市
政
だ
よ
り
二
月
一
日
号
に
小

児
マ
ヒ
予
防
接
種
の
第
二
回
目

を
実
施
す
る
と
お
知
ら
せ
し
ま

乳
幼
児
の
育
児
相

考
ず
る

ム
実
施
日
割

談
と
検
診
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第
三
期
分
の
納
税
が
困
難
な
場

合
は
第
二
期
分
の
一
・
六
倍
に

あ
た
る
税
額
を
三
月
十
五
日
ま

で
納
め
れ
ば
、
残
り
は
五
月
末

ま
で
徴
収
猶
予
が
で
き
ま
す
の

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
(
こ

の
場
合
の
利
子
税
は
日
歩
二

銭
)
納
税
貯
沓
組
合
員
は
一
般

よ
り
さ
ら
に
有
利
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

乙
の
ほ
か
給
与
所
得
者
な
ど

で
源
泉
徴
蚊
さ
れ
た
税
金
や
予

定
納
税
で
納
め
た
税
金
が
納
め

過
ぎ
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
そ

の
納
め
過
ぎ
と
な
っ
た
税
金
の

払
い
戻
し
を
受
け
る
た
め
に
は

必
ず
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

申
告
と
納
税
は
す
で
に
二
月
十

六
日
か
ら
開
始
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
早
め
に
印
告
を
す
ま

し
期
限
内
に
納
税
さ
れ
る
よ
う

と
協
力
持
願
い
ま
す
。
詳
細
に

つ
い
て
わ
か
ら
な
い
点
は
遠
慮

な
く
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

(諌
早
税
務
署
)

市
内
の
乳
幼
児
に
つ
い
て
育
児

実
施
片
日
実
施
刻
象
地
区

相
談
、
検
診
、
異
常
の
早
期
発
実
施
場
所
の
順

見
の
た
め
、
つ
ぎ
の
要
領
に
よ

3
月
は
日
三
浦
三
浦
出
張
所

り
実
施
し
ま
す
の
で、

該
当
者

3
-
M

鈴
田
鈴
出
。

は
全
員
参
加
し
て
く
た
さ
い
。

3
・児

笠
糊
萱
糊
h
q

ム
該
当
者

昭
和
三
十
五
年
一ニ

3
・
M

福
重

福
重
。

月
一
日
以
降
の
出
井
児

3
・

口

松

原

松

原
公
民
館

ム
健
康
診
断

身
長
、
体
重
、

3
-
m
竹
松

竹
松
出
張
所

胸
囲
、
頭
困
測
定
、
線
門
測

3
・
9

犬
伝
、
西
大
村

定

、

全

身

検

診

市

立

病

院

ム
育
児
相
談

保

健、

栄
養
指
受
付
時
間
は
午
後
一
時
か
ら
ニ

導

(と
く
に
標
準
に
達
し
な
時
ま
で
。

当
H
は
必
ず
母
子
手

い
乳
児
に
つ
い
て
指
導
)

帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ム
優
良
児
、
努
力
児
を
審
査
選

(
保
険
衛
生
課
)

所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税

八百
一一一一期

限

は

三

月

十

五

日

九Ui--h

昭 和初 年 J月1日
(昭和33年4月2l日第三審委I使骸認可)

料
・
生
命
作
険
料
・
扶
養
等
の

諸
控
除
が
訴
め
ら
れ
な
い
ば
か

り
か
、
そ
の
ほ
か
無
聞
告
加
算

税
ぞ
課
せ
ら
れ
、

余
分
な
税
金

を
払
う
乙
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
期
限
後
の
納
税
に
は
日
歩
三

銭
の
利
子
税
が
加
算
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

と
く
に
所
得
が
昨
年
よ
リ
培

え
て、

確
定
申
告
の
際
一
度
に

本
年
も
い
よ
い
よ
所
得
税
の

確
定
申
告
の
時
期
と
な
り
ま
し

た。
乙
の
確
定
申
告
で
三
十
五
年

中
の
所
得
の
総
決
算

を
す
る

乙
と
に
な
り
ま
す
が
、

ウ
ッ
カ

リ
し
て
三
月
十
五
日
ま
で
に
申

告
と
納
税
を
忘
れ
る
と
、

思
わ

ぬ
損
を
す
る
乙
と
に
な
り
ま
す

雑
損
・
医
療
費
・
社
会
保
険


